
  

十
一
月
十
三
日
午
前
九
時
、

神
奈
川
県
三
浦
市
の
三
崎
港

に
入
港
し
ま
し
た
。
入
港
前

日
ま
で
は
今
航
海
最
大
の
揺

れ
を
経
験
し
、
船
内
で
は
夜

通
し
色
々
な
物
が
転
が
る
音

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
ベ
ッ
ド
か
ら
転
げ
落

ち
そ
う
に
な
っ
た
と
話
す
生

徒
も
い
ま
し
た
。
入
港
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
山
頂

に
雪
化
粧
を
し
た
富
士
山
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

通
信
長
：
板
敷
佑
平(

二
十
八
歳)

▽
平
成
二
十
六
年
本
校
専
攻
科
修

了
、
同
年
着
任
▽
若
く
し
て
本
船

通
信
長
の
重
責
を
担
う
海
上
通
信

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
▽
二
級
海
技
士

英
語
講
義
担
当
▽
好
き
な
言
葉
は

「
常
勝
」
し
か
し
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は

弱
い
▽
尾
崎
豊
を
こ
よ
な
く
愛
す

▽
特
技
は
作
詞
作
曲
▽
甘
い
マ
ス

ク
に
加
え
て
、
抜
群
の
運
動
神
経

と
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
を
自
負
す
る

▽
兄
貴
分
的
存
在
で
若
手
乗
組
員

と
生
徒
達
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得

て
い
る
。
た
だ
、
友
達
は
少
な
い
。 

担
い
手
不
足
に
あ
え
ぐ
海
運
・
水
産
業
界
に
薩
摩

青
雲
丸
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
の
卒
業
生
を
輩
出
し

て
き
た
。
一
獲
千
金
の
遠
洋
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
や

七
つ
の
海
を
股
に
か
け
る
外
航
船
に
ロ
マ
ン
を
抱

き
熱
く
語
り
合
っ
た
と
い
う
思
い
出
話
を
本
校

OB

か
ら
聞
い
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

社
会
情
勢
や
生
徒
達
の
職
業
観
も
一
変
し
た
。 

新
船
竣
工
を
節
目
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
や

働
き
方
改
革
の
波
を
受
け
て
実
習
船
教
育
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
最
新
鋭
の
設
備
を
備

え
、
水
産
高
校
実
習
船
の
中
で
は
国
内
最
大
級
と

な
る
新
生
「
薩
摩
青
雲
丸
」。
生
徒
に
夢
や
希
望
を

抱
か
せ
る
洋
上
の
学
び
舎
で
あ
り
続
け
た
い
。 

を
大
幅
に
変
更
し
、
沿
岸
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

沿
岸
の
海
域
で
は
造
水
機
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
航
海
間
隔
を
短
く

し
て
各
寄
港
地
で
給
水
を
行

っ
て
い
ま
す
。
短
距
離
航
海

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
三
級

海
技
士
の
乗
船
履
歴
認
定
に

必
要
な
航
海
距
離(

沿
岸
四

千
㍄)

も
よ
う
や
く
達
成
の

目
途
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。 

指
導
教
官
と
し
て
乗

船
す
る
度
に
思
う
こ

と
で
す
が
、
専
攻
科

生
に
関
し
て
は
、
実

習
や
作
業
に
あ
た
る

際
の
身
の
こ
な
し
や

振
る
舞
い
が
本
科
卒

業
か
ら
の
短
期
間
で

目
に
見
え
て
変
化
す

る
様
を
感
じ
ま
す
。

家
庭
や
学
校
を
離
れ
、
乗
組

員
と
の
長
期
船
上
生
活
を
通

し
て
実
社
会
を
体
感
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本
科

生
に
つ
い
て
も
、
目
に
見
え

る
ほ
ど
は
無
く
と
も
、
知
識

や
技
術
の
習
得
以
外
に
海
で

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
や
楽
し

さ
を
肌
で
感
じ
て
下
船
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す 

新
潟
造
船
工
場
で
建
造
中
の

薩
摩
青
雲
丸
６
９
７
ト
ン 
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神
奈
川
入
港 

十
一
月
十
五
日
に
は
予
定
通

り
、
三
崎
港
を
後
に
し
ま
し

た
。
明
日
十
八
日
に
は
長
崎

に
入
港
し
ま
す
。
今
回
の
乗

船
実
習
は
、
小
笠
原
海
底
火

山
噴
火
に
よ
る
漂
流
軽
石
を

避
け
る
た
め
、
当
初
の
計
画

本
船
無
線
室
で
通
信
業
務

に
あ
た
る
板
敷
通
信
長 

＝
十
一
月
十
七
日 

沿
岸
航
海
３ 

入
港
前
、
富
士
山
を
後
方
に 

本
科
生(

左)

専
攻
科
生(

左
下)

 
 

＝
十
一
月
十
三
日
最
上
甲
板
に
て 

乗
船
履
歴
に
加
え
本
科
四
級

専
攻
科
三
級
の
筆
記
認
定
に

は
航
海
士
／
機
関
士
の
指
導

の
下
、
訓
練
記
録
簿
に
沿
っ

て
運
航
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
船
で
も
、
甲
板
部
／

機
関
部
の
各
士
官
が
通
常
の

運
航
業
務
と
並
行
し
な
が
ら

時
に
時
間
外
で
実
習
生
に
対

す
る
実
技
訓
練
や
試
験
、
評

価
、
講
義
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
達
は
乗
船
実
習
の

意
義
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

高
い
目
的
意
識
を
持
っ
て
実

習
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。 

訓
練
記
録
簿 


